
独立行政法人国立印刷局　赤羽宿舎　完成
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独自のＰＣ工法で高品質に施工

（７） （第３種郵便物認可）２０２１年　（令和３年）　１０月１５日　（金曜日）

■工事名称：国立印刷局赤羽宿舎（仮称）整備事業
■工事場所：東京都北区赤羽西５－３
■発　注　者：独立行政法人国立印刷局
■事　業　主：大成ユーレック株式会社（ＰＦＩ事業）
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：プレキャスト鉄筋コンクリート（ＰＣ）造
■階　　数：地上階
■設　　計：大成ユーレック株式会社一級建築士事務所
■工事監理：株式会社浦野設計
■施　　工：大成ユーレック株式会社
■工　　期：年月１日～年月日
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　このたび、東京都北区で整備を進めていました国立印刷
局赤羽宿舎が完成いたしました。設計、施工を手がけてい
ただきました大成ユーレック様をはじめ、建設にかかわら
れました皆さまにお礼申し上げます。
　赤羽宿舎を整備するにあたり、年１月～月にＰＦ
Ｉ手法による導入可能性等調査を行い、印刷局と事業者と
のリスクの明確化、事務負担の軽減、手続き等での透明性
・公平性・効率性の確保など、従来手法と比べより効率的
に事業を実施できることを確認しました。年１月、Ｐ
ＦＩ（ＢＴＯ）方式を採用した赤羽宿舎（仮称）整備事業
の実施計画を策定し、一般競争入札（総合評価落札方式）
で選定した企業グループと年６月に契約を締結しまし
た。

　赤羽宿舎の完成で、印刷局が保有していた老朽化宿舎や
点在する小規模宿舎を集約化することで、大規模修繕等の
コスト削減並びに維持管理業務の効率化が期待できるとと
もに老朽化宿舎および一部の耐震性能不足の宿舎が解消さ
れ、入居者の安全性の確保、日常生活の向上が図れます。
また都内工場と同じ北区内になるため、大規模災害等によ
る緊急参集要員も確実に確保できます。
　国立印刷局は年に大蔵省紙幣司として設置され、
年７月に創立年を迎えました。決済システムの中で
重要な役割を果たしている日本銀行券をはじめ、法令等の
政府情報の公的な伝達手段である官報、外国渡航時の身分
証明書となる旅券、加えて郵便切手、証券製品など、国民
生活に密着した公共性の高い製品や情報サービスを社会に
提供しています。
　引き続き、創立以来の「ものづくり」の伝統を支える高
度な製造技術と培ってきた信頼をさらに高め、社会環境の
変化と新たな時代の要請に対応し、国民生活のさらなる発
展に貢献してまいります。

正門からの全景

北側からの全景

Ｂ棟エントランス

Ａ棟西側外観

　計画地の赤羽西地区は都営住宅や公
務員赤羽住宅等の大規模住宅団地が隣
接・集積する地域で「大規模住宅団地
の更新の機会を生かしたまちづくり」
を推進している地区であり、また、南
側には赤羽自然観察公園・スポーツの
森公園等の大規模な緑もあり、都市景
観・周辺環境への調和を第一に考えた
デザインを心掛けました。
　配置計画では、敷地形状に沿って、
西側道路側に独身・単身者向けの住戸、
南側道路側に世帯向け住戸を配し、生
活動線を分けることで、生活リズムの
違いに配慮しつつ、住棟の階数は最高
で階建てに抑え、コンパクトな配置
計画とし、各所に居住者同士・居住者
と地域の交流や憩いを誘発する広場を
設けました。
　建物ボリュームは、住棟の北側・東
側部分を階段状に６階までセットバッ
クさせ、自走式駐車場も隣地側を低く
することで、ボリューム感・近隣に対す
る圧迫感を低減し、ヒューマンスケー
ルに配慮し、スカイラインを緩やかに
変化させることで、周辺の街並みに溶
け込むデザインとしました。
　国立印刷局の職員様の住まいとし
て、清潔感があり、派手な印象としな
い、彩度を極力抑えたオフホワイトを
基調色とし、大規模団地の街並みに溶
け込むシンプルな外観、周辺の緑が映
える建物としました。
　大成ユーレック株式会社
　一級建築士事務所

　小田原　元
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